
Doingよ りBeingヘ ロ レ ン ス の ポ ス ト近 代 認 識

古 我 正 和

1

最近人間の生 き方 として新 しい考えが提起されている。妊娠中の胎児の精密

な検査が可能となった場合,も しその胎児の先天的異常が発見された時にどう

いう処置をとるかということについてである。生まれる前に抹殺 してしまうか,

あるいは産んで一生共に苦 しむか,或 いはまた検査そのものをしないという意

見もある。

進化論の適者生存 という考えに従 うと,生 まれた後,他 の人々と共にうまく

やっていける者のみを生かせばいいということになるが,文 明が進んで生活が

し易 くなるにつれて,生 きていくことが可能なケースが増えてくる。国民皆年

金の制度ができている今,老 後の不安は以前 に比べれば少なくなっている。

文明がすすんで人間の生き方が自由な立場から考えられるようになって くる

と,人 間の生 き方 としてどのようなものが尊 く,ど のようなものが避けられね

ばならないのかが一概には言えなくなってきている。現在の子供に将来どのよ

うな人間になりたいか と尋ねると,自 分のお父さんのような人になりたいとよ

く答えると言 う。これは従来 「偉い」 と考えられてきた生 き方が実はそうでは

なく,他 人には見えない部分で人の模範 とはどうしても言えないような,社 会

にとって負の役割 しかない生き方となっているという事が,情 報化の波の中で

次第に明らかになってきているからである。その結果,今 の若者にとって偉い

人間とは何かというイメージが,昔 のそれとは大いに違ってきているのである。

「英雄の時代」 というのがあった。国が乱れて悪がはびこり,警 察力ではど

うしようもなかった時代である。このような時代には,英 雄が出現 していわば
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力で国 を統一 した。このような時代 には,人 々はそ の英雄 に憧れたのである。

この体制 は今 で も世界 の幾つかの国で残 っているが,民 主主義 と情報が氾濫す

る中で,人 々は英雄 よ りもむ しろ国民 に選 ばれた 「普通の人」に誠実 な政治 を

や ってほ しい と思 っている。

また以前 は神様 に頼 っていた事 を人間は 自分の力で実現で きる ようになった

こともあって,現 在 では神様 が以前 の ように大 きな力 を持たな くなった り,或

は神 は死 に絶 えた とさえ言われ ることもあるが,そ の事 と先に述べ た英雄 の退

場 とは,同 じところか ら出ている。一般 の人 間が強 くなったのである。

こうして近代 になって,人 間の一生に貴賤 はないのだ とい う考 えが うまれ,

先 に述べ た先天的身体障害 とい う厳 しい運命 を背負 った人間が,仲 間たちの暖

かい思 いや りによって生 きてゆ くこ とも可能 になって きたのである。 そ してこ

のこ と自体が人 間の生 なのだ,生 きる ということなのだ とい う考 えが 出て きて

いる。 ここで は人間 として この世 に生 を受 けて,そ れ を大切 に しなが ら暮 らす

ことそのことが,尊 い ことになるのである。

皿

さてD.H.ロ レ ンス は近代の最先端 を行 く悩 み多 いイギ リスで,文 明 の腐敗

と堕落 を前 に した作家 だった。『恋す る女た ち』(Womeninlove,1920)に は,

こ の悩みが惨 みでている。 この作品の 中で,登 場人物の一人で主人公のバ ーキ

ン(Birkin)は 文 明の腐敗 と堕 落 を述べ て,人 間は どこかで何 か をしな ければ

ならないのに,生 活 は混乱 してい てどう していいか分か らない とい う。 これに

(1)対 し
て恋人 のアー シュラ(Ursula)は,Whyshouldyoualwaysbedoing?と

尋 ねて,何 か 目覚 ましい事 を しようとい う考えは卑賤 な ものであ り,そ ういっ

たヴィク トリア時代 の新興 中産階級のがむ しゃらな生 き方 よりもむ しろ,真 の

意味で貴族 的な,野 に咲 く花の ような在 り方の方がはるかに良い と,次 のよう

に言 う。

Ithinkitismuchbettertobereallypatrician,andtodonothingbutjust
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Doingよ りBeingヘー ロレンスのポスト近代認識

(2)
beoneself,likeawalkingflower.

またバ ーキ ンは人間 はもう堕落 して しまっていて 「花 を咲 かせ る」 ことはな

いが,自 然 の草花 は新 しい創造 の象徴 だと述べ,現 代 の人 間たちは,か つて地

球 に生存 し今で は滅び去 った海の怪獣,魚 竜 と同様,自 信 を失 って地球上で這

いつ くば り,も う地球の支配者 になることがで きないか らその地位か ら退場 し

て行 き,そ れに代 わ って ヒアシ ンスやニ ワ トコや動物 たちが地球の支配者 とな

(3)
っ て い くという。

今 まで述 べたdoing,do,be,そ れ にflower,ヒ ア シンス,ニ ワ トコな どに

注意 して欲 しい。上の文 を何気 な く読 んでいれば非常 に謎 めいた感 じがする。

とりわけdoやbe,そ れ にflowerな ど は,何 か を象徴 してい るような感 じがす

る。 ロ レンスの作 品の中に出て くる草花 や動物 が,こ れで大 きな意味 を持 つこ

とが分か る。 ロレンスは しば しば草花 を作 品の中で描写す るが,こ れは上 の観

点か ら解釈す ることがで きる。す なわち もうその主 たる役割 を終えてこの地球

上か ら退場す るしかない人間に代わ って,草 花が不死鳥の ように登場す る とい

う考 えであ る。草花 が地球上 の新 しい創造 の象徴 となってい る。

さらに花 に関する記述 を加 えると,人 間は人生 において花 を咲かせ るこ とが

で きないばか りか,実 際には蕾 さえ もつけず,ア ブラ虫がついて腐 って しまう

とバーキ ンはい うのである。そ して次 の ように言 う。

"A
ndwhyisit,"..."thatthereisnoflowering,nodignityofhumanlife

now?"

"Th
ewholeideaisdead.Humanityitselfisdry-rotten,really.There

aremyriadsofhumanbeingshangingonthebush‐andtheylookvery

niceandrosy,yourhealthyyoungmenandwomen.Buttheyareapplesof

(4)S
odom,asamatteroffact,DeadSeaFruit,gall-apples...."

こ こでfloweringは 人 間の尊厳(dignityofhumanlife)と 同 じもの として扱 わ

れているこ とが分か る。そ して この ように開花 しないのはあのソ ドム に生える

リンゴの ように人 間はその骨の髄 まで腐 っていて,古 い伝統 に しがみついてい
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るか らだとバ ーキ ンは言 うのである。

BeingとDoing,そ れ に花 をめ ぐるい きさつ を見 て きたが,ロ レンスはその
(5)

エ ッセイの中で,も のの在 り方 としてBeingとDoingの 二 つ を論 じてい る。彼

はその中でBeingの 例 として,真 っ赤 に燃え るように咲 く芥子 はその ように真

っ赤 な状 態で存在す るこ とそれ自体 に意味が あるのであ り,こ れこそはBeing

の状 態だ と言 っている。そ して英雄的行為 やその他の人 間が生 きてい くために

お こなう多 くの事柄,職 業 としての仕事,世 俗 的義務 な ど,わ れわれの 日常生

活の大半の事柄 をDoingと 呼 んでい る。

す なわ ちさきほ ど考 えた ように,こ の世 に生 を受けた意味 をかみ しめ,そ れ

を大切 に しなが ら生 きてい くとい う,地 味で静 かな在 り方がBeingで あ る。そ

してそれ と対 照的 にもっと積極 的に新 しい もの を開拓 し冒険 していこう とす る

在 り方 をDoingと 言 っている。

ロ レンスは近代 を突 き進 んで きたイギ リス人 の在 り方がDoingで あ り,ヴ ィ

ク トリア時代 を経 て20世 紀 に入 った時の彼 らの状態が,先 に見た ように,腐 敗

し堕落 しきった ものであった事 を発見 するのである。上 に見 た 『恋す る女 たち』

のバーキ ンは,こ の事 を言 ってい たのであ った。

そ して さらに詳 しく見 てみる と,も っと複雑 な ものが付 きま とってい る。先

の芥子のた とえをもう少 し詳 しくみてみると,人 間の在 るべ き理想 は,他 人の

幸福 を奪わず余分な蓄え をせ ず,芥 子 と同様 に花 を咲かせ る ことだ とい う。 そ

してそれ を具体的 に次の ように述べ ている。

.he(=poppy)liftshishead,slowly,subtly,tenseinanecstacyoffear

overwhelmedbyjoy,submitstotheissuingofhisflameandhisfire,and

thereithangsatthebrinkofthevoid,scarletandradiantforalittlewhile,

immanentontheunknown,asignal,anoutpost,anadvance-guard,afor-

lorn,splendidflagquiveringfromthebrinkoftheunfathomedvoid,into

(6)
whichitflutterssilently,satisfied..

す な わち,芥 子は虚空の境涯 に自分 の火 を漂 わせ,い まだ未知 なる ものの内に

内在 し,生 きる上での前哨基 地の旗 を,底 知 れぬ虚空の境涯か ら靡 かせ る とい
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Doingよ りBeingへ一 ロレンスのポスト近代認識

うのである。そ してこの時過去 にはなかった ものが存在 するこ とになる とい う。

ここには東洋 的,あ るい は日本古典 の無常観 に似た ものが見 られる。

人 間 も同 じで,自 己保存 の 目的はただ,存 在 と非存在 の境界 一 戦線(firing-

line)へ と,途 中納屋 にも蓄 えにも見 向 きもせず一 目散 に向かい,最 後 に生の

頂点 で自己 の旗 を高 く掲 げる事 だ と次の ようにい う。

Whatistheaimofself-preservation,buttocarryusrightouttothefiring-

line;there,whatisisincontactwithwhatisnot....Igotofightformy-

self.EverystepImoveforwardintobeingbringsanewer,justerpropor-

tionintotheworld,givemelessneedofstorehouseandbarn,allowsmeto

leaveall,andtotakewhatIwantbytheway,surethatitwillalwaysbe

there;allowsmeintheendtoflytheflagofmyself,attheextremetipof

(7)
life.

上 の 自己保存(self-preservation)と い う言 葉 は意味深 い。 ここには人間 を

他 の動物 と同 じレベ ルにまで一旦下ろ し,そ こか ら出直す とい う20世 紀 のモダ

ニズムがある。また存在 と非存在 の境界 といえば,ロ レンスが遍歴 した場所 は

大抵 そ うい う所 であったことが分 かる。た とえば 『カンガルー』 で描か れた灌

木 の藪 に して も,ア メ リカのニューメキシコの先住民の住 む荒涼 とした荒れ地

に して もそ うである。 またその生 き方が壮絶 な一面があったこ とや,そ の死 に

いたるまでのロ レンスの生 き様 を考 える と,ま さに 「最後 に生 の頂点で 自己の

旗 を高 く掲 げる」 とい う生 き方 に相応 しいものが感 じられるのである。

また別 の言い方 をすれば,未 知 なる海 の岸辺へ来た時,潔 く飛 び込み進んで

行 く事 こそ芥子の開花 と同 じで,余 生 には未知の海の冒険が ある。 もし飛 び込

めない と,後 は腐 った安全 の中でうごめ き,自 分 より暮 らし向 きの悪い人々を

哀れ んで涙す るが,自 分はその哀れみの対象である事 を知 らぬ ままに終 わる と

⑥い
つ。
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皿

H.M.ダ レス キーはこの ことをロレンスの生い たちに当てはめ,対 照 的な性

格 の両親 の間で彼が傾 いていった ものは,近 代 的教養 を身につ けた母親 の男性

的性格 であるDoingで は な く,父 親の持 っていた女性 的要素 であるBeingだ っ

た と次 のように言 う。

.thereislittledoubtthatLawrence'ssympathiesarewiththequalities

rangedunderthefemale.Althoughhiseffortistoreconcilethetwoprinci-
(9)

pies,hisstressisonthevalueofthefemale,on`being',not`doing'...

また 人間に とって真 に重 要な もの,人 生 におい て意味のあ るのはBeingで あ

り,人 間の究極の 目的は 「花」 だ とい う。花 は今考 えて きたBeingと 一 連の も

のであ る事は確かであ り,花 が何か特別の内容で用 い られているが,ロ レンス

が歌 った詩の中 に,こ れの ヒン トが見 られ る。アーモ ン ドの木 は復活の象徴 で
(io)

「花 の核心」(heartofblossom)で あ る とロ レンスは言 ってい る。 ここに も,

「花」 に対す る特別な意味が うかがわれる。

さて上 のBeingが 女 性 的で,Doingが 男 性 的 とい う表現 は,と もすれ ば女性

と男性 の単 なる感覚的 な容態か ら くる もののように思われがちであるが,女 性

がその胎 内に子孫 を宿 し育て るとい う生物 的機能 の他 に,あ るいはそれ故,最

近遺伝子学 的に もその意味が見直 されて きている。

遺伝子学 に よれば,人 間は二十三対 の染色体 を持 っていて,そ の うち二十二

対 まで はXXの 組み合わせであ る。そ して最後の一対 がXXで あれば女 性 とな

りXYで あれば男性 となる。 このYな る染色体 はXに くらべ て非常 にサ イズ

が小 さ く,中 に含 んでいる遺伝子 の数 も少 ない。Xは その逆 で しか も免疫や血

液凝 固,色 覚 などに役立 つ遺伝子 が ぎっ しりと詰 まってい る。Y染 色体 の役割

は個体 を女か ら男 に作 り替 えるこ とだけであ る。そ こで人間は もともと女 にな

る ように設計 されていて,Y染 色体のおかげで無理矢理男 に させ られている と

さえ言 えるという。
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そこで多 田富雄氏 は 「人間に とって女 と して存在す ることは状態であ るが,

(1⇒

男 として存在 す ることは現象であ る」 とい うのである。 この状態 と現象 はまさ

にロ レンス のBeingとDoingと に読み替 えるこ とがで きる。 ロレンスが一世紀

近 くも前 に言 った ことは,現 代の遺伝 子学 によって証 明され るのであ る。

ところで,ニ ュー ・メキシコで ロレンスは先住民 の娯楽 を体験す るが,そ の

中で彼 はBeingを 見 いだ し,彼 らの 「在 る」べ き姿その ものの重 要性 を次 の よ

うに述べてい る。

Everythingisverysoft,subtle,delicate.Thereisnoneofthehardness

ofrepresentation.Theyarenotrepresentingsomething,notevenplaying.

⑫
Itisasoft,subtlebeingsomething.

doingsomethingで は な くてbeingsomethingな の であ る。 ここにはっ きりとこ

の概念がみ られ る。 もう一度言 えば,上 で考 えた,こ の世 に生 を受 けた意味 を

かみ しめ,そ れ を大切 に しなが ら生 きてい くとい う在 り方がBeingで あ り,そ

れ と対照 的に もっ と積極 的に新 しい ものを開拓 していこうとす る精神がDoing

で あ る。

ロ レンス は遠 く離れたニュー ・メキ シコの地 に,自 分 の母国で はもう見 るこ

とが で きない在 り方Beingを 見 いだ したのであった。 ロレンスの文 学 をさらに

読 んでい くと,Beingは 上 に見 たニ ュー ・メキシ コだけではな く,彼 が通過 し

て行 っ た イ タ リ アや オ ー ス トラ リ ア,メ キ シ コな ど に,藪(Bush)や 闇

(Darkness)と して描写 されている。そ して これ こそが,別 の言い方 をすれば,

彼 が 「過去 の永遠」 と呼 んでいる もの だ と考 えられる。

さてここに,こ の考 え方 にたって見 てみ る とす っきりわかる一つ の映画があ

る。小栗康平監督 の 「眠 る男」 とい う作品で,こ れは競争 と業績 に基づ く生 き

方ではな くて,生 きて存在 しているこ とそれ自体が価値 ある ものだ とい う考え

に立 って,自 然 その もの を自分 と同 じ生命 を持つ もの として映 し出 してい る。
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だから登場人物たちは,何 か目覚ましい特別なことはしない。まさにロレンス

のいうBeingの 生き方である。

あらす じは簡単である。崖から落ちたある男が意識不明になってずっと眠り

続ける。その間彼に語 りかけるものは自然だけである。言葉の代わりに風景と

沈黙が支配 している。この点でもロレンスの言葉に対する考え方と同じである。

彼が死んだ後,能 「松風」が演 じられる。夢幻能では,現 世と死者の世界との

交流があるが,そ の中で死者の霊の呼びかけに誘われて,東 南アジア出身のテ

ィアという人物が森へ行 き,死 んだ男の霊に出会 う。そして個人は死ぬけれど

も生命の営みは連続 し再生する,そ の象徴 として,そ の時まで枯れていた井戸

がまた湧 きだし,テ ィアはその水で沐浴する。新 しい生の始まりの象徴である。

人間も自然 も共に 「ある」(Being)こ とを確認することによって,し かも広 く

アジア地域の入々の心 とも通 じ合う精神が見 られるのである。まさにロレンス

の思想 を地でいっている作品である。

さきに将来なりたい と思う理想像として,子 供たちによってあげられた凡人

としての父親は,歴 史に名を残すような偉い人物ではない平凡な存在であり,

まさにBeingで あるといえる。

過去の歴史 を考える時,こ のようないわゆる凡人が大半を占めている。そし

て残 りのわずかがいわゆる 「偉い」存在でDoingと いうことになるが,こ の場

合 も歴史を見てみると必ず しも本当の意味で偉いとはならず,長 い目で見た場

合人類にマイナスにしかならないものが相当ある。

ロレンスも同様に,Doingに ついてはあまり大きな意義を認めていないこと

が分かる。彼 はつい身近 にでも見 られる 「慈善行為」の中にすら,売 名的な偽

善を指摘している。公共の利益の名においていかに売名的な行為があるかは,

今のわれわれの身の回 りにでもいくらも見いだすことがで きる。このように考

えると,前 の 「眠る男」という作品はまさにロレンスやフランスの歴史家アラ
(13)

ン ・コルバン(AlainCorbin)の 思想を映 し出 している作品と言える。

さて 「生きる」 ということを考えた場合,英 雄の時代が過 ぎ普通の人間が神

様の能力をも会得 してきて個人の一人一人が尊い存在 となってきている現在,

今考えたDoingよ りもBeingの 方が大半の人間にとって重要なことであること
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は明 らかであろ う。

V

以 上,BeingとDoingに つ いて考 えて きたが,ロ レンスが他 の言 い方 で述べ

ている ことで,こ れ と良 く似 た ものが あるが,本 論で 考察 したBeingとDoing

は そ の最終 的帰結 の ように思 われ る。その一つ に肉と霊があ るが,Beingは 肉

の系統 をひ くものであ り,Doingは 霊 の系統か ら出た ものだ と考 え ることがで

きる。 これ は ヨーロ ッパの歴史を見,ま たロレンスの思想 をた どってみ る と納

得 がい くので ある。 ざ らに霊が人間の知性活動か ら出た ものであ る とす るなら

ば,「 言 葉」 もまた同 じ領 域 に属 す る もので あ り,『 翼 あ る蛇』(ThePlumed

Serpent,1926)の 登 場 人物 ドン ・ラモ ン(DonRamon)が,言 葉が観 念 や知

性 と同 じく文 明社会 の産物である と述べ ているの も,こ のDoingと 一 連の もの

鱒
の ことを言 っている と考 えられる。

さらに言葉 か ら一歩 進 んで,『 アメ リカ古 典文学研 究』(StudiesinClassic

AmericanLiterature,1923)で は,も の ご とを知 るこ とと存在す る こと との対

立 として扱 われ てい る。 ここで は アメ リ カのデ イナ(RichardHenryDana,

1815-82)は そ の航 海記 『水夫暮 ら しの二年 間』(TwoYearsBeforetheMast,

1840)の 中 で,海 との裸 の戦いの体験 を通 してそれを描 いている。 ギ リシャの

哲 人の言 った 「汝 自身を知れ」 とは,自 己の血 の中を流れている大地 と海 とを

知 れ とい う ことだ と言 う。 ところが 知 る とい う場合,も の ご とを知 る こ と

(knowing)と 存 在す ること(being)と は相反す る対立 的状態で あ り,も の ご

とを知れば知 るほ ど,そ れだけ生 きる ことが少 な くな り,よ く生 きれば生 きる

ほど,そ れだけ物事 を知 るこ とが少な くな ってい くと言 うのである。 これは血

の 自己 と神経 ・頭脳 の 自己(Thebloodself,andthenerve-brainself)の 二 元

的対立であ り,人 間 に課せ られた十字架である。従 ってギ リシャの名言 に従 っ

て物事 を知れ ば知 るほ ど,生 きてい る状態 か ら徐 々 に死の状態 に近づ いて い

く事 にな り,人 間 は知 と生 との間 を揺れ なが ら,究 極 的 には 「どうす れば知

らない ようになるか」 とい うこ とを知 ってい くという。 デイナは海を知 ること
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によって,彼 自身は生 きている状 態か ら崩壊 してい き,「 物 知 り」 とはなった

けれ ども人 間味 の薄れ た機械 に近い存在 になった。 しか しデイナは海 を体験 し

知 ることによって,上 の 「どうすれば知 らないようになる」 か とい うことを知

ってい くので ある。それ は彼が死 に向かって踏み込み,意 識 の大 冒険 意識 の

大崩壊,意 識 の未知の境地へ と突 き進 む事 である。つ ま り人間が今 まで体験 し

た こともない ような,神 秘 を探 るのである。 これ をはるか彼方 の水平線 に浮 か

ぶ一羽のあほう鳥 に見 たデ イナ を,ロ レンスは次 のように描 いている。

Heseesthelastlight-lovingincarnationoflifeexposedupontheeternal

waters:aspeck,solitaryuponthevergeofthetwonakedprinciples,aerial

㈲
andwatery.

普 通 の水夫 はこの ような 「意識」化す るこ とをせず,あ ざらしや他 の動物 の

ように単 なる宇宙 の構成 要素 とな るにす ぎない。「意識」化 とは この ようなこ

とを意味 し,こ こがデ イナ と普通 の水夫 との違い なのだ。そ して この意識化 こ

そは,人 間が人間た る所以の もので,十 字架その ものだ とロレンスは次 の よう

に言 う。

Fortheseamustbemasteredbythehumanconsciousness,inthegreat

fightofthehumansoulformasteryoverlifeanddeath,inKNOWLEDGE.

(16)
ItisthelastbitternecessityoftheTree.TheCross.

す な わち このKNOWLEDGEに は人 間の物事 の意 識化,す なわ ちBeingと は逆

の ものが ある。 ここにはBeingとKnowingの 二 元 的対 立が あ り,Knowingは

本 論で考 えてい るDoingの 領 域 だ とい うことがで きる。

そ して ロレンスの 自伝小説 『息子 たち,恋 人た ち』(SonsandLovers,1913)

の 中 に見 られ るように,そ の分 身たるポールがDoing的 な 母親 の影響力 か ら脱

して,後 に他 の作品 に至 って徐 々 にBeingの 象 徴 たる父i親の方 向へ移 っていっ

たこ とを考え ると,ロ レンスの一生 は近代 の根底 をなしてい るDoingの 認 識 か

ら始 まって,言 わば近代の後 に来 る新 しい在 り方 としてのBeingの 発 見 とそれ

の実践であった とい うことがで きる。
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Doingよ りBeingヘ ロ レ ンス の ポ ス ト近 代 認 識

近 代 は 人 間 が 知 性 に 目 覚 め,そ の 時 期 ま で のBeingの 状 態 か ら 解 放 さ れ て,

言 わ ば 人 間 的 欲 望 の ま ま にDoingを 無 限 に 追 及 す る 連 続 だ っ た と い う こ と が で

き る 。 そ し て イ ギ リ ス の 発 展 の い わ ば 最 終 的 な 段 階 で あ る ヴ ィ ク ト リ ア 時 代 を

経 た20世 紀 の 初 め,ロ レ ン ス は そ の 行 き 過 ぎ に 気 づ い て 新 し い 生 き 方 を 提 起 し

た の で あ る 。 そ し て21世 紀 に 入 っ た 今,こ の 地 球 上 の あ ら ゆ る 生 き 物 の 問 の 共

生 が 叫 ば れ る 中 で,新 し い 倫 理 観 の 基 礎 と な るBeingの 意 味 が 問 い 直 さ れ て い

(1の

る 。

筆 者 は 今 ま で 機 会 を と ら え て は,ロ レ ン ス が そ の エ ッ セ イ や 詩,小 説 の 中 で

述 べ て き た 光 と 闇 や そ の 他 の 二 元 的 対 立 を 考 察 し て き た が,BeingとDoingは

そ の 終 極 的 な も の で あ る よ う に 思 わ れ る 。
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